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補助事業番号 2023Ｍ-228 

補助 事業 名 2023年度公設工業試験研究所等における機械設備拡充 補助事業 

補助事業者名 大分県 

 

１ 補助事業の概要 

 大分県産業科学技術センターが技術支援機関として実施する、研究開発や機器開放、依頼

試験等の技術支援に必要な機械設備を戦略的に導入・設置することにより、県内ものづくり

産業の技術の向上及び基盤強化を図る。 

 

２ 予想される事業実施効果 

 Ｘ線分析顕微鏡の導入により、ものづくり産業における迅速な異物対策・不良解析・材料

選定等を支援できるため、県内企業の製品開発や生産性向上にこれまで以上に強力に対応で

きる。 

 ノイズ可視化装置の導入により、県内ものづくり産業のEMC試験対策を効果的に支援でき

るため、県内企業の製品開発や生産性向上にこれまで以上に強力に対応できる。 

 

３ 本事業により導入した設備 

① －１ Ｘ線分析顕微鏡  ( https://www.oita-ri.jp/jka/ ) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本装置は非破壊で元素分析を行う装置です。製品開発や品質管理等、幅広い分野で活用さ

れています。従来機と比較して、試料高さ制限の緩和や高速分析、高速元素マッピングが可

能となりました。 

 設置場所：【大分県産業科学技術センター】 
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① －２ ノイズ可視化装置 ( https://www.oita-ri.jp/jka/ ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本装置は電磁界強度レベルを測定対象物の実画像と重ね合わせてヒートマップ状に表示

する装置です。大小様々な計測用プローブを使用して、製品や電子基板の電磁界ノイズを可

視化することで、ノイズの発生源・経路を確認できます。本装置により効率的なノイズ対策

が可能で、主に電波暗室でのＥＭＣ試験対策に活用できます。 

 設置場所：【大分県産業科学技術センター】 

 

② 本事業に係る印刷物等 

 １)機関紙（大分県産業科学技術センターニュース）への掲載  

 (https://www.oita-ri.jp/wp-content/uploads/センターニュース_208.pdf) 
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 ２）セミナーの開催案内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

X線分析顕微鏡 令和6年3月6日開催 ノイズ可視化装置 令和6年5月開催予定 

https://www.oita-ri.jp/wp-content/uplo

ads/XRF_Seminar.pdf 

https://www.oita-ri.jp/wp-content/upload

s/4電磁波影響・誤作動-評価解析技術.pdf 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 大分県産業科学技術センター  

  （オオイタケンサンギョウカガクギジュツセンター） 

住  所： 〒870-1117 

大分県大分市高江西1-4361-10 

代 表 者： センター長  宮沢  哲（ミヤザワ アキラ） 

担当部署： 企画連携担当（キカクレンケイタントウ） 

担当者名： 主幹研究員  佐野 一成（サノ カズナリ） 

電話番号： 097-596-7100 

F  A  X： 097-596-7110 

E - m a i l： info@oita-ri.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： https://www.oita-ri.jp/ 

 


